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長安口ダム上流域の概要

◆高磯山の崩壊 (明治25年7月25日)
高磯山が崩壊し麓の集落を飲み込み、さらに土砂は那賀川をふさぎ天然ダムを形成した。その2日後にそのダムが決壊し那賀川下流域にも被害をもたらす大災害となった。

◆昭和51年台風17号による土砂災害(昭和51年9月13日)
那賀郡那賀町（旧木頭村）の那賀川左岸に位置する平地区で大規模崩壊が発生し、民家など3戸が全半壊、6名が生き埋めとなる被害が生じた。

◆平成16年台風10号による土砂災害(平成16年8月1日)
那賀川上流において多数の土砂災害が集中的に発生した。特に坂州木頭川沿いでは大規模崩壊が多発し、2名の方が亡くなり、構造物、林地、農地に大きな被害が生じた。
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※国土地理院発行の5万分の1地形図より作図



長安口ダムの堆砂特性の状況

坂州木頭川合流 丈ケ谷川合流菖蒲谷川合流
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※粒径の縦断分布上、本川上流
域へ連続した分布となっている

※上下流よりも礫分が多く存在

長安口ダム堆砂の粒径範囲別の縦断分布（H26年度時点）と最深可床高
の縦断分布の経年変化（S30年度～H26年度時点）

長安口ダム

2
ＷＬ分と砂分が経年的に体積

本川上流の礫分、砂分の堆砂については丈ヶ谷川由来と小見野々ダム
完成時に那賀川本川に堆積していた河床材料と考えられる
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長安口ダム・小見野々ダムの堆砂量の経年変化（S30年度～H26年度）

長安口ダム堆砂の縦断形状
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※縦断形状からも坂州木頭
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※逆勾配

※本川5.0km付近と6.4km付近で礫
分が連続分布となっていない

※坂州木頭川から到達
したものと考えられる

※国土地理院発行の数値地図25000より作図



長安口ダムの貯水池への流入土砂の推定

長安口ダムの流入土砂量の発生頻度
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長安口ダムの粒径集団別の流入土砂量の変動幅（S43～H26）
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大規模土砂流出年（平成16年）の土砂収支
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長安口ダムの粒径集団別の流入土砂量の変動幅（S43～平成26年）

昭和43年～平成26年の47年間の平均土砂収支

坂州木頭川流入土砂量
礫分： 1,119
砂分： 729
ＷＬ： 991
合計： 2,839

丈ケ谷川流入土砂量
礫分： 200
砂分： 114
ＷＬ： 101
合計： 415

小見野々 本川流入土砂量
礫分： 246
砂分： 164
ＷＬ： 387
合計： 797

小見野々 海川谷川流入土砂量
礫分： 465
砂分： 212
ＷＬ： 57
合計： 734

小見野々ダム
堆砂量
礫分:   711
砂分:   376
ＷＬ:   211
合計: 1,298

長安口ダム
堆砂量
礫分: 1,014
砂分:   808
ＷＬ:   792
合計: 2,614

菖蒲谷川流入土砂量
礫分： 8
砂分： 24
ＷＬ： 10
合計： 42

追立ダム
礫分： 313
砂分： 59
ＷＬ： 3
合計： 375

小見野々ダム流出量
ＷＬ：233

長安口ダム流入土砂量
礫分： 1,014
砂分： 808
ＷＬ： 1,332
合計： 3,154

長安口ダム流出量
ＷＬ:  540

小見野々ダム流入土砂量
礫分： 711
砂分： 376
ＷＬ： 444
合計： 1,531

単位：千m3 (H16)
ＷＬはシルト・粘土分を示す。



長安口ダム貯水池の堆砂除去量と堆砂量の及び各容量の推移(H18～H26年度)

長安口ダム改造事業における堆砂対策の概要と実績

長安口ダム改造事業における堆砂対策の位置図
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ム
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堆砂除去状況（平谷箇所）

＜凡例＞

：土砂還元地点

：掘削範囲

：土砂運搬経路

※置土量：平成19～26年の値

十二社箇所
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EL. 185.0 ：計画堆砂位

発電容量及び不特定容量
35,000千m3

洪水調節容量
10,960千m3

EL. 195.0 ：最低水位

総貯水容量
54,278千m3

有効貯水容量
36,800千m3

総貯水容量
54,278千m3

底水容量
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長安口ダム改造前後の容量配分図
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長安口ダムの容量別堆砂量

堆砂量 残容量

① 224.0 ～ 225.0 2,092 -71 2,163

② 218.7 ～ 224.0 10,920 649 10,271

③ 185.0 ～ 218.7 35,972 11,469 24,503

④ 146.0 ～ 185.0 5,294 3,930 1,364
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※
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※
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※

標高(EL.m)
元河床時
の容量

①+②+③+④ 総貯水容量

①+②+③ 有効貯水容量
※

平成26年度時点

●現状の堆砂対策（長安口ダム改造事業の堆砂対策）
目的：有効貯水容量を当面確保するための予防保全

長安口ダム改造事業の堆砂対策概要
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H26最深河床高と各断面の最

高河床高の間の予備放流水位

以上の土砂量算出範囲

十二社箇所

堆砂掘削範囲（■）に今後
堆砂し得る土砂量を仮定
すると約700千m3。
昭和43年～平成26年の47
年間に2回生じた礫分・砂

分の流入土砂量である約
1,000千m3と比較すると小

さく、大規模土砂流入時に
有効貯水容量内に堆砂が
進行することが懸念される。
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長安口ダムへ適用性のある堆砂対策の組み合わせ(運用シミュレーション)

ダンプ運搬案（貯砂ダム＋貯水池内掘削・水中掘削＋ダンプ）

【特徴】

・大規模施設の新設必要なし

・一般道通行の制約条件から運

搬能力に限界あり

運搬能力：

210千m3／年

将来の堆砂量を
超過

将来の堆砂量を
超過しない

ベルトコンベア案（貯砂ダム＋貯水池内掘削・水中掘削＋ベルコン） 排砂バイパス案（排砂バイパス＋貯水池内掘削・水中掘削＋ダンプ）

【特徴】

・ランニングコスト低

・イニシャルコスト大

・上流で分派できない土砂

はダンプ運搬になるため、

運搬能力に上限あり

バイパス排砂能力：

201千m3／年※

ダンプ運搬能力：

210千m3／年

【特徴】

・土砂投入施設が必要

・土砂の流入状況に応じて

柔軟な対応が可能

運搬能力：

1,995千m3／年

将来の堆砂量を
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ダンプ案・ベルトコンベア案
掘削優先順位 ①→②→③
非洪水期の掘削（11/16～4/15）

排砂バイパス案
排砂バイパス 出水時
掘削優先順位 ①→③
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【出典】相模貯水池大規模建設
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■計画超過規模の
土砂流入への適用性

掘削除去による維持管理を主体とした対策（ベルトコンベア案）

計画規模をした土砂流入条件
1/1000年の確率の想定最大洪水波形
（ピーク流量19,500m3/s）を作成

想定最大流入土砂量を5,690千m3
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改造後の容量配分図

■ベルトコンベア案のメリット
・長距離土砂運搬が可能
・騒音等の影響が小さく24時間運転可能
・大規模土砂流入時を含め堆砂状況に応じて柔軟な対応が可能

有効貯水容量減少時1,000千ｍ3 /年
坂州木頭川 洪水調節容量 陸上掘削 坂州木頭川 洪水調節容量 水中掘削
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追立ダム 陸上掘削 予備放流水位以下 水中掘削

陸上掘削・水中掘削費用（土工費）

陸上掘削
・水中掘削土砂量
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・水中掘削土砂量
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既設ダム

上流からの
土砂供給
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土砂供給小

将来の堆砂量

水中掘削

堆砂する土砂を
除去する領域

長安口ダム

河床への置土
河川外へ搬出
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陸上掘削

シルトフェンス

【出典】相模貯水池大規模建設
改良事業パンフレット
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土砂還元に伴う長安口ダム下流河道の変化（物理環境・生物環境）

長安口ダム下流～川口ダム貯水池上流における土砂還元による物理環境の変化状況
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水面勾配

リーチ区分 ④ ③ ② ①

1/937.8 1/337.8 1/154.8

⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤

1/391.1 1/268.3 1/218.2 1/310.9 1/188.31/147.7 1/368.4 1/396.8 1/376.9 1/411.5
虻ヶ淵

1/186.9 1/389.0 1/269.1 1/482.2

0.0

m3にm1、m2材が混在する区間に幼魚・成魚が分布

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

m3 m2 m1 岩 早瀬 平瀬 淵 とろ

優占河床材にm3が含まれていない

サブユニットが多いため、生息数が

少ない。

優占河床材がm3のみで構成されているサブユニットもしくは

優占河床材にm3が含まれていないサブユニットが多いため、

生息数が少ない。

土砂堆積の影響が小さい区間 土砂堆積の影響が見られる区間

50.2k 54.1k

54.2k 58.2k

58.2k 59.0k 59.2k 60.1k

60.5k 61.3k

61.3k 61.6k

遊泳代表魚種（オイカワ）の分布状況
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ｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ

水面勾配

リーチ区分 ④ ③ ② ①
1/937.8 1/337.8 1/154.8

⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤
1/391.1 1/268.3 1/218.2 1/310.9 1/188.31/147.7 1/368.4 1/396.8 1/376.9 1/411.5

虻ヶ淵
1/186.9 1/389.0 1/269.1 1/482.2

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ土砂堆積の影響が小さい区間 土砂堆積の影響が見られる区間

・流速、水面勾配が緩い区間が続いている。

・優占河床材がm1で構成されているサブユニットが多い。

・上記の環境条件では生息数が少ない。

優占河床材がm1で構成されているサブユ

ニットが少なく、生息数が多い。

・優占河床材がm3で構成されているサブユニットが多いため、生息数が
多い。

m3 m2 m1 岩 早瀬 平瀬 淵 とろ

61.8k61.3k57.1k49.9k

遊泳魚代魚種（アユ）の分布状況
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優占河床材2

ｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ

水面勾配

リーチ区分 ④ ③ ② ①

1/937.8 1/337.8 1/154.8

⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤

1/391.1 1/268.3 1/218.2 1/310.9 1/188.31/147.7 1/368.4 1/396.8 1/376.9 1/411.5
虻ヶ淵

1/186.9 1/389.0 1/269.1 1/482.2

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ土砂堆積の影響が見られる区間

岩河床で隠れ場がないため、
生息数が少ない。

土砂堆積の影響が小さい区間
優占河床材がm3で構成されている

サブユニットが少ないため、生息数

が少ない。

m3 m2 m1 岩 早瀬 平瀬 淵 とろ

54.4k 54.5k

60.1k 61.3k

底生魚代表魚ヨシノボリ類）の分布状況

魚類定量調査結果の概要（H27年調査） （個体）

 十八女大橋 丹生谷橋 簗橋  虻ｹ淵下流  虻ｹ淵上流 小計橋 小浜 古屋谷川
ニホンウナギ 底生魚 3 3 5 1 0 2 2 0
コイ 遊泳魚 3 0 0 3 6 2 2 0
フナ属 遊泳魚 2 0 0 30 39 0 0 0
オイカワ 遊泳魚 173 248 295 61 983 54 54 3
カワムツ 遊泳魚 42 1 42 23 0 4 1 366
ウグイ 遊泳魚 386 157 417 159 344 91 31 247
カマツカ 底生魚 1 4 2 0 0 0 0 0
コウライニゴイ 遊泳魚 0 0 1 1 0 0 0 0
ニゴイ属 遊泳魚 16 1 2 4 3 8 9 33
コイ科 遊泳魚 4 0 0 0 20 0 0 667
ギギ 底生魚 4 2 2 17 36 11 11 9
ナマズ 底生魚 4 0 2 0 0 0 0 0
アカザ 底生魚 1 0 0 1 4 2 1 0
アユ 遊泳魚 174 80 68 1 0 8 1 71
ボウズハゼ 底生魚 3 0 0 0 0 0 0 0
カワヨシノボリ 底生魚 77 58 24 82 95 67 78 404
シマヨシノボリ 底生魚 13 10 22 60 19 6 7 0
ルリヨシノボリ 底生魚 0 1 0 0 0 0 0 0
オオヨシノボリ 底生魚 234 30 32 0 0 0 0 0
クロダハゼ類 底生魚 0 0 0 20 2 6 11 0
ヨシノボリ属 底生魚 3 6 1 26 56 11 36 175
ヌマチチブ 底生魚 18 9 16 47 10 14 6 0

種数 16 13 13 14 11 13 13 7

合計 1,161 610 931 536 1,617 286 250 1,975

川口ダム下流区間 川口ダム上流区間

今後の長安口ダム堆砂対策開始から将来100年間の河床変動と流砂量の推移



治水面の影響

堆砂対策実施時の下流河道への影響整理

利水面の影響
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※ 1 濁水の長期放流 ：川口ダム下流
※ 2 冷水・温水放流 ：川口ダム下流
※ 3 減水区間の発生 ：川口ダム上流

国総研資料第521号　ダムと下流の物理環境との関係についての捉え方（平成21年2月）
下流河川土砂還元マニュアル(案)第２版　平成23年3月　国土交通省河川局河川環境課　　を引用して作成

恒久
対策

ダムによるインパクト 動植物・生態系のレスポンス河道のレスポンス

堆積土砂量の減少 中洲・流路の澪筋固定 樹林化流砂量の減少

平常時の流量減少

糸状藻類の発生

藻類食の底生動物の減少

砂礫河床を主な生息の場と
する魚類の減少

緩流域を主な生息の場とす
る魚類の増加緩流域の創出

発電取水・利水補給
(川口ダムへバイパス)

貯
水
池
の
出
現

土砂

洪水

砂礫の供給減少

洪水流量・頻度
減少

濁水の長期放流※１

減水区間発生※3

瀬淵のダイナミックス
の縮小

瀬淵を主な生息場とする魚
類の減少

砂礫の供給

砂礫河原の回復

流砂量の増加

瀬淵のダイナミックスの
回復

糸状藻類の剥離促進

礫の空隙・岩陰
の覆没

平瀬の拡大

移動砂礫の増加

(クレンジング効果の増加）

樹林化の抑制

緩流域の縮小※

底生動物食魚類の増加

粗粒化の解消
（細粒分の堆積）

空隙、岩陰に生息する
魚種の減少

堆積
土砂

洪
水
放
流

瀬環境に依存する魚類の
増加

平瀬に生息する魚類の
増加

礫間を主な生息の場とする
魚類の増加

緩流域を主な生息の場とす
る魚類の減少

河床の上昇

冷水の放流※2
付着藻類の成長速度の低下

河床への無機物の付着 魚類の成長阻害

魚類の生息密度の減少
（冷水放流・温水放流）

河床攪乱頻度の減少 付着藻類の生息密度の減少
藻類食魚類の減少

浮石帯に生息する水生昆虫
の減少

底生動物食魚類の減少

河床の低下

基盤岩の露出

河床の粗粒化
大径礫の固定

（アーマーコート化）

砂礫に産卵する魚類の減少

魚卵致死率の増加
（冷水放流）

砂礫の堆積

高水敷・死水域へ
の砂の堆積 草本類の繁茂

付着藻類の生息密度の
増加

藻類食魚類の増加

藻類食の底生動物の
生息密度の増加

砂礫に産卵する魚類の
産卵環境の回復・創出

(川口ダム上流の陸封化）

礫間に生息する底生動物の
生息密度の増加（掘洗型）

早瀬の創出

※：緩流域の縮小は、”とろ”や淵等のサブユニットの縮小をいみするもので、早瀬・平瀬の水際の浅場に形成される緩流域は、土砂還元後も維持される。

礫間に生息する底生動物の
生息密度の減少（造網型）

底生動物食魚類の減少
伏流水の増加 水温の安定化

環境面の影響


